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川口市市街地再開発事業等整備計画



平成29年3月10日

平成29年度　～　平成33年度　（5年間）

（H29当初） （H33末） ※中間目標は任意

Ａ　基幹事業
番号 事業 地域 交付 直接 道路 省略 事業実施期間（年度） 個別施設計画 備考

種別 種別 対象 間接 種別 工種 H29 H30 H31 H32 H33 策定状況

Ａ－１ 再開発 一般 川口市 間接 組合 29,261 1.27

Ａ－２ 住環境 一般 川口市 間接 組合 6,340 1.22

Ａ－３ 住環境 一般 川口市 間接 組合 4,601 1.37

Ａ－４
街路

(再開発)
一般 川口市 直接 川口市 1,115 1.27

合計 41,317

Ｂ　関連社会資本整備事業
事業 地域 交付 直接 個別施設計画

種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33 策定状況

合計 0

番号

Ｃ　効果促進事業

事業 地域 交付 直接 事業実施期間（年度）
種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計 0

番号

Ｄ　社会資本整備円滑化地籍整備事業
事業 地域 交付 直接
種別 種別 対象 間接 H29 H30 H31 H32 H33

合計

番号

・JR川口駅から約300m圏内に位置する栄町３丁目地区内の居住人口の増加
・JR川口駅から約300m圏内に位置する飯塚１丁目地区内の居住人口の増加

備考

都計道拡幅、延長約49ｍ

共同住宅、地域貢献施設、
駐車駐輪場　約16,870㎡

川口市

川口市

3,347人

－

共同住宅、店舗、駐車駐
輪場　約12,990㎡

川口市

・JR川口駅から約300m圏内に位置する本町４丁目地区内の居住人口の増加

本町４丁目地区内における居住人口を基に調査・算出
－

－

栄町３丁目地区内における居住人口を基に調査・算出

飯塚１丁目地区内における居住人口を基に調査・算出
3,867人

一体的に実施することにより期待される効果

番号 事業者 省略工種
国費率
(基本)

要素となる事業名 事業内容 市町村名
事業実施期間（年度） 全体事業費

（百万円）

一体的に実施することにより期待される効果 備考

一体的に実施することにより期待される効果

市町村名番号 事業者 省略工種
国費率
(基本)

要素となる事業名 事業内容

商業・業務施設、共同住
宅、駐車場等　約67,300㎡

川口市

事業者

番号 事業者 事業内容 市町村名

要素となる事業名(事業箇所）

川口飯塚１丁目３番地区優良建築物等整備事業

川口栄町３丁目銀座地区第一種市街地再開発事業

全体事業費
（百万円）

効果促進事業費の割合
0.0%

事業内容・規模等 市町村名

（Ａ（提案分）+Ｃ）／（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ）

交付対象事業

Ｂ 0百万円全体事業費 Ｃ 0百万円 Ｄ 0百万円
合計

41,317百万円 Ａ 41,317百万円
（うち提案事業分

4,523人 4,911人

計画の名称 重点配分対象の該当
計画の期間 交付対象 川口市

計画の目標

当初現況値 中間目標値 最終目標値

2,170人 3,250人－

川口本町４丁目８番地区優良建築物等整備事業

川口栄町３丁目銀座地区((都)駅前六間通り線)

要素となる事業名

本市は、首都圏の既成市街地の北部に位置し、ＪＲ京浜東北線沿線の駅を中心に商業業務・住宅・工業等が混在した密集市街地が形成されており、既存市街地の総合的・一体的な土地利用の合理的再編、高度化の必要性が高まっている区域である。このことから、鉄道駅周辺や拠点周辺
の土地の合理的かつ健全な高度利用、都市機能の更新、魅力ある都市環境の形成、住工の共存、都市防災性の向上等を目指し、都市機能の一層の充実を図るうえで、地区計画制度などの総合的な検討を行いながら、市街地再開発事業等により土地の高度利用の向上を図る。また、市街地
再開発事業等地区周辺の道路等の公共施設整備も併せて行い、賑わいのあるまちづくりに対し促進を図る。

　　計画の成果目標（定量的指標）

　　定量的指標の定義及び算定式 定量的指標の現況値及び目標値

当初現況値は、平成29年１月1日

（Ａ＋Ｂ＋Ｃ＋Ｄ） 0百万円）

全体事業費
（百万円） 備考

全体事業費
（百万円）

社会資本総合整備計画
川口市市街地再開発事業等整備計画

備考

備考

備考

費用便益
比

費用便益
比

備考

事業実施期間（年度）



交付金の執行状況

未契約繰越＋不用率が
１０％を超えている場合

その理由

未契約繰越＋不用額
(h=(g+h)/(c+d))

不用額
(h=c+d-e-f)

翌年度繰越額
(f)

前年度からの繰越額
(d)

うち未契約繰越額
(g)

支払済額（見込みを含む）
(e)

86

Ｈ29

交付額
(c=a+b)

86

備考

配分額
(a)

86

Ｈ32 Ｈ33

計画別流用
増△減額

(b)

（単位：百万円）

Ｈ31Ｈ30


